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だれよりも おくれて芽を出す さるすべり

花のさかりは 誰よりも長く

校長 田口 利一

野山は、ツツジやフジの花、そして新緑がきれい

な季節となってきました。

その中でとても気になる木があります。それは、

「さるすべり（百日紅 」の木です。中津川から下）

呂に向けて国道沿いに植えられていますが、５月に

なっても枝には芽もなく、枯れてしまったように見

えます。しかし、突然芽が吹き、葉が成長し、みる

みるうちに他の植物を追い越して、６月になると鮮

やかな緑になります。

夏になり、長い間次々と、とてもきれいな紅の花

を咲かせます 「百日紅」と呼ばれる所以はそんなところにあるのだと思います。。

『だれよりも おくれて芽を出す さるすべり 花のさかりは 誰よりも長く』という句は、若い

頃お世話になった校長先生から教えていただきました。

「さるすべり」の木を見るたび 「あせらないこと。あきらめないこと 」が大切だなと思います。、 。

、 、 、さて 先月の授業参観・ＰＴＡ総会・学級懇談会には 数多くの保護者の皆様に出席していただき

誠にありがとうございました。

ＰＴＡ総会では 「１０年後の仕事について 「これから必要な学力について」話させていただきま、 」

した。ＩＴ技術の進化、ロボット化、グローバル化などで、子どもたちが社会人となる頃は、今とは

違っていると思います。

そうした中、子どもたちには 「自ら学び続ける力」や「人とよりよく生きる力 「多様なものの、 」、

見方・考え方」が必要になってくると思います。

、 、自ら学ぶ力を高める場がある 違う学年で学び合う場があるという飯地小のよさを最大限生かして

子どもたちの「学力」や「かかわり合う力 、そして「広い視野」を育てていきたいと思います。」

そして 「さるすべり」の木のように 「あきらめず、努力すること」を大切にし、飯地の自然から、 、

多くのことを学んだり、感じたりできる子になってほしいと思います。

飯地小みんなの合い言葉 『かかわる ひろげる 自分から』

さるすべりの花



○太田神社例祭 4/10

小学生にも活躍の場をもらったり、大切にさ
れたりする地域のお祭りでした。大人になった
ら自分たちがやっていくという気持ちになれる
経験が、子どもたちには貴重な学習になってい
ます。

○命を守る訓練 4/12

「自分の命は自分で守る」、災害時の教えと
して学んでほしいことです。火災の時には、煙
を吸い込まないようにする方法を、新入生も学
習できました。今後は、地震や不審者侵入など
の訓練をしていく予定です。

○1年生を迎える会 4/18

4人の1年生のために全校でなかよくレクレー
ションをしました。1年生に喜んでもらえるように
工夫した「転がしドッジ」や「だるまさんが転ん
だ」などで、みんな元気よく走り回りました。1年
生には記念の巨大ペンダントが贈られました。

○児童総会 4/20

飯地小では3年生から児童会や委員会に所
属します。前期の活動についてそれぞれが分
担して発表すると、それに対して「私もそういう
活動はいいことだと思います。」など、応援する
意見や要望を他の児童が発表しました。集団
生活をみんなでよりよくしようとする素晴らしい
姿が、子どもたちの中に伝統としてあります。

○授業参観 4/23

低学年、中学年は
教室を二つに分けて
複式形態の授業。自
分たちだけでも集中し
て学べる姿を見ていた
だきました。高学年は、
道徳「礼儀」について
学びました。

○遠足「沖の洞五明コース」5/2

山口鉦一さんの案内で、金比羅神社、鎌倉
杉、大木の跡などを見てきました。悠楽館で
は、沖田川の魚やホタルについて教えていた
だき、今年も飯地の学習ができました。

５、６月予定

5月9日(月)家庭訪問①
10日(火)家庭訪問②
11日(水)家庭訪問③
16日(月)心電図、血液検査5年生
18日(水)内科検診
19日(木)～20日(金)修学旅行
25日(水)一輪車教室
28日(土)土曜授業「資源回収」

。→5月30日(月)振替休業日となりません
6月1日(水)交通安全教室
3日(金)全国歯磨き大会5年生
10日(金)家庭教育学級

（歯磨き、給食試食会）


